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①要約： 

このアイデアは、⾚外線画像を活⽤して⾞両の操作を行うことであり、暗視カメラを使⽤

することで夜間やトンネル内などの暗い環境でも画像を読み取ることが可能です。乗員の

イメージデータも取得し、⾚外線画像と通常のカラー映像の両方を組み合わせて深層学習

を行い、⾞両の操作を行います。 

 

②目的： 

このアイデアの目的は、暗い環境や夜間でも⾞両の操作をスムーズに行うことです。⾚外

線画像を活⽤することで、従来のカラー映像だけでは難しかった条件下でも画像を読み取

り、安全性と運転の効率を向上させることが期待されます。 

 

③新規性： 

⾚外線画像を⽤いた⾞両操作は、従来のカラー映像に比べて暗い環境でも効果的な情報収

集が可能という点で新規性があります。また、乗員のイメージデータや深層学習を組み合

わせることで、より高度な分析と判断が可能となっています。 

 

④独自性： 

このアイデアの独自性は、暗視カメラを⽤いた⾞両操作システムの開発にあります。⾚外

線画像や乗員のイメージデータを組み合わせたディープラーニングによる分析と操作は、

他の類似システムとは異なる独自の取り組みと言えます。 

 

⑤経済価値： 

このアイデアは、夜間や暗い環境での運転時により安全性を高めることができるため、運

転者や乗客の安全確保に寄与します。また、⾚外線画像の活⽤や深層学習による高度な情

報処理は、運転の効率化や事故予防にもつながり、経済的な価値を提供すると考えられま

す。 


